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－概要－ 

コンクリート構造物の施工品質を確保することが「公共工事の品質確保の促進に関する法律」より

求められており、その品質評価手法の確立が重要となる。しかし、多くの場合その測定はコンクリー

ト構造物を対象に非破壊で実施されなければならない。現在、コンクリート構造物の耐久性を評価す

る指標の 1 つである水密性を現場で非破壊測定する方法が着目されている。本開発では、その方法と

してダブルチャンバー式加圧透水・透気試験機（WAPP）を用いた透水試験（以下、WAPP 法という）

を適用し、評価手法への利用検討を進めている。本報では、その適用例として壁構造模擬供試体での

測定結果を報告する。 
 

－WAPP を用いた透水試験の概要－ 

WAPP を用いた透水試験は、コンクリート表面に設置した測定

用チャンバーから、所定の圧力下（標準水圧：55kPa）で水を透水

させた際の透水量を測定し、右記の式より表面透水係数 P 値を求

め水密性を評価するものである。非破壊かつ現場での測定が可能

であり、操作が簡易的であることが特徴として挙げられる。 
 

－壁構造模擬供試体における測定－ 

 壁構造模擬供試体は、3 種類の配合からなり、測定面

により施工条件（型枠・剥離剤条件、養生条件）が異な

る。WAPP 法の測定結果から、透水量の経時変化を確認

することができ、表層透水係数 P 値が測定できることを

確認した（図 1 参照）。本報における WAPP 法の測定結

果より、今回測定した壁構造模擬供試体は初期の条件

（配合や施工条件）よりその後の設置環境などの影響を

複合的に受けているという考察が得られた。 
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写真 1 WAPP 法の実施状況 

図 1 透水量および表層透水係数 P 値の経時変化例 

〈表層透水係数 P値〉 〈透水量〉 

※本報の内容は、既発表論文（コンクリート構造物の非破壊検査シンポジウム論文集(Vol.6)pp.171-174,2018.8）に図を加え、再
構成したものである。 
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1.はじめに 

コンクリート構造物の施工品質を確保するこ

とが「公共工事の品質確保の促進に関する法律」

により求められており、コンクリート構造物の品

質を確保し、さらに向上するための手引きや指針、

ガイドラインなどが作成されている。これらの背

景より、コンクリート構造物の品質確保を目的と

した品質評価手法の確立が重要となる。 
品質評価を目的としたコンクリート構造物に

おける測定の多くは、非破壊で実施されなければ

ならない。非破壊による測定方法としては、テス

トハンマーを用いた強度推定、鉄筋探査によるか

ぶり厚さの測定などが挙げられる。一方で、コン

クリート構造物の耐久性評価の指標となる水密

性の測定には、インプット法やアウトプット法な

ど試験方法 1)があるが、これらは室内試験となっ

ており、測定にはコンクリートコアの採取が不可

欠である。 
コンクリート構造物を対象とした非破壊によ

る透水試験は、施工時の品質確保だけでなく、供

用中のコンクリート構造物の品質評価への適用

も可能であり、試験方法の確立が求められている。 
そこで、非破壊による透水試験としてダブルチ

ャンバー式加圧透水・透気試験機（WAPP）法（以

下、WAPP 法という）に着目し、弊社技術研究

所が所有する壁構造模擬供試体にて測定を実施

した。本報では、適用事例として測定結果の一部

を報告する。 
2．WAPP 法の概要および測定方法 

WAPP 法で用いられる試験機は、豊福らによ

って開発されたダブルチャンバー式加圧透水・透

気試験機 2)である。試験機および試験状況を写真

ダブルチャンバー式加圧透水・透気試験機(WAPP)法での透水試験適用事例 
その 1 壁構造模擬供試体 

The Application Example of the Water Permeability Test Using Double-chamber 
Water/Air Pressure Permeability Tester (WAPP) Method 

 ( Part 1 ) The Mock Wall Specimen 
○後藤 佳子*    谷口 克彦*    村田 康平**    牛島 栄*** 
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ABSTRACT The quality attainment of the concrete structure is required, therefore, it is 
important that the evaluation method of concrete quality is established. Most of the test to 
measure the concrete quality must be nondestructive method. The water tightness would be 
included as the index for the concrete quality. The water tightness can be expressed by the 
water permeability. In this investigation, the water permeability test using double-chamber 
water/air pressure permeability tester (WAPP) method is applicated for nondestructive 
measuring method of the water permeability. The authors carried out the WAPP method for 
the mock wall specimen at the age of 22 years. From the measuring data, WAPP method 
should be able to measure the change of the permeability water volume, and the mock wall 
specimen could be affected from the setting and exposure condition. 
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